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 結節性 甲状 棚盧 は甲状腺機 能亢進症につい て外科臨床上多 くみ られる 甲状線疾患である が. 従
 来その形態学的研究がすすめ られたのみで, そ' の機能や成因については全 ぐ不明であった。 しか
 し、 王紅 エ利用による甲状腺機能検査法の進歩及び甲状線内ヨード代謝 の解明に伴い, 次第にそ
 の病 態生理が究明されるようにな つた。 結節性 甲状腺蓮 の結節内ヨー ド代謝について, Pit七一
 Ri▽e聡 等は結節及ぴ結節周囲甲状線組絵内ヨー ドア ミノ酸を分析、 結節内に MITが多 ぐ。 MエT:
 D工丁比 の増 加がある事 を認め た。 しか し, M工丁 :D工丁比の増加がいかなる原因によって起るの
 か, 又, 下垂体甲状腺 feed baCk 機構 と結節内ヨー ド代謝との関連についても明らかではない。
 著者は, 結節性甲状腺腫患者5 0例 を対象に して. 1量lI 投与後の結節内及び結節周闘 甲状 湶組
 織に誇ける 1騒i ト アミノ酸分割比を測定, MエT:Dエ丁比の時間的変動及び下襲体甲状腺feed
 b乱ck機構との関係について検索 し。 以下の結果 を得た。
 研究対諏ならびに方法
 葛西外窄』 別府市野口病院曾 水戸市水府病院で手術 した結節性甲状腺腫50例を用いた。 1簸工
 投一与 後手 術的に橘噛 した結節及び結節 周囲 甲状線組織約5 Gロ 皿g 各 々を直 ちに D. 9% Nae l液
 でjl ぐ洗滌, 凍結 した後 に薄片に切 軌 ガラスホモ ジエナイザーに入れ, 組織 扮Omg に対 し
 4. 臼 r且 の e、 05M PHZ4の燐酸緩 衝液 を加 えて ホモ ジエナイズ した後, ろ分間 穏 Oじで加熱
 t、 蛋白 を変性化 した。 冷却後, 組織400 皿g当り可mg のプロナー ゼを 加え, トルオ ールを重層
 し密栓 した後24時間56む で耳鯵置 し加水分解 した。 ついで稀硫酸で pH 50に し, 1水飽和n一
 ブタノ ール で抽出 し42℃以下 で濃縮乾固 した。 乾固物を 50 ・循 Eth a且。ユーINNH4 0H少量 に溶
 解 しf ペー・←クロマトグラフィ 一によって分析 した。 ペーパ 一は東洋撫紙駈 50 を用い, 展開溶
 媒はブタノール 一酢酸一水(ア8:5:17) を用 いた。 展開は2 4時間 (室温 )行 い, Ferrlchr
 oride-ferricyaniae Ar6eniC acid. 反応によリヨ ードアミノ酸 を発色同定 した。
 同定后、 展開濾紙を G, 5翻間隔に切 軌 We11七ype sci皿tillation coα且ter で計
 数を測定, 1畷 工一アミノ酸分劃比を求め, MIT:DIT比、 丁鶉十 1,4 :MIT十⊃工丁 比を算
 出 した。
              研究成績
 著者は以下の 4群に分けて 1旧 工を投与 し. 各測定値平均を比較 した。
 マ) 手揖揃24時間 慨 200μe径口投与群( 辺例〉 結節周囲 甲状腺組織内平均分書批, r
 5.06% MIT 52.54% D丁丁 5527% 丁窮十丁4 951% 泌工丁:D丁丁上ヒ0.6{ T3
 +T4 二MエT+D丁丁比 0. " 結節内平均分割比, r15 54% Mn 49 24% DエT3布.57
 % 敷 十丁4 5.84% MIT二D工丁比 1.67 T3十丁4:MエT十Dエ丁比 0.07であり. この群で
 は罎鋤内及び結節周囲甲状課内全てに 撫 十 恥 の合成がみ られ, 結節内では, Mエ丁分劃が最も
 多ぐ。 結節周囲甲状娘組秀,宅では. D丁丁分劃が叢 も多 く存する。






 8、44 % M工丁 2Z 99% D工丁4Z 25 弱 丁脅十 丁4 16. oo 幻 1'IIT:D工丁上ヒ〔i,6〔〕 T3十・T4:
 赫丁丁十D工丁上ヒ0. 22 ≠マ∫無1iフ～平茸7∫分・宝11=ll比, 1』' {2. 34 % !vi丁丁 51. 55 % P丁丁26.35 % T8
 十丁4 9 78% M工丁:D工丁比 2.Gg T巽 十丁4 :㌃ぼT十1)IT比 0. マ2であった。 結節周囲甲
 状 腺組織 では 1)に比し 猟 十丁4, 工一分劃 の増加がみ られるが, MIT:D工丁比は イ) と殆ん
 ど同じである。 従って ヨー ドアミ ノ酸合成及び脱ヨー ドは, 1町エ投一与后48時間 でほぽ平衡に
 .達する と考え られる。 結節内では 猶 +T4 分割の増加があるが. 工一分劃の増加な ぐ, M 耽 :
 D丁丁比は逆 に増加 レ MITよりDエTの合成障害が考えられる。
 5) 丁罰 1eo μ憂/日 ゴ週間投与後手術2 4時間前 1R1工 200μG 投一与群(5伊り) 結節周囲
 甲状腺組織内平均分割比, エr 1. 70%MエT 5Z lO% DエT5臼.60% Ta十 丁4 α60%
 1旺丁:Dエ丁比 O.64 晒 十 丁4 :MIT十Dn 比0.2 結節内平均分割比, 工一 竹.70% MIT
 5Z 10% D工丁50. 60% TR 十 丁4 0. 60% 五fIT:D丁丁比2、6T8 十丁4 :MIT十D工丁比 0,01
 であ り, 結節周囲甲状腺組織. 結節内ともに lr3+T4の分割が少 ぐ, 1) に比 しTs 十丁` :MエT
 十D理 比の減少が著 しい。 しか しMエT:Dエユ「 比は, 結節周囲 甲状腺組織 では て) とほぽ同じで.
 1融分割の増加があるが。 結節内では, MIT:D工丁比は 1) に比 し増加 し. しかも工一 分割の
 増力日はな ぐ, MエTより工) 工丁 の合成障害 がある と考え られろ。
 4) T.S.H1臼USP/日5 日間投一与後手術24時間 181エ200μO 投与群( 5例) 結節周囲
 甲状腺組織内平均分割比, r6.72 弱 MエT 28・80% DIT 45.80% 黙 +T4 1a6日% 1旺 愛
 1) IT 比 0. 66 % 十丁“ :MエT十Dエ丁 比 α25結節内平均分割比,エr O30% MエT 5a 46% 1)IT 34. 54弱
 丁3十丁4 雪6.80 % M工丁:DIT員匹 1. 08 TR十丁4 : M工・T十D工丁上ヒ 〔〕.24 で両三者と も T3十丁垂 :
 盟工丁十D IT 比が増加 している。 MIT:D丁丁比 は結節周囲 甲状 勝!組織 では 1) とほぽ同 じ である
 が, 結節内では3) と逆に減少ナる。 しか し, }仔丁がD丁丁より多い。 即ち5) 4) の成績から,
 結節 周囲甲状腺組織にむいて は, M丁丁よりD丁丁 の合成及び 玉江TD丁丁 の脱 ヨー ド作用が円滑に
 行れているため, Tg 投与による甲状腺機能抑制, T.S.H投与による賦活 に対 しても MIT:
 DIT比の変化をきたさず, これに反 し結節内 では MITよりDエTの合成障害, あるいは }五IT
 DエT の脱ヨー ド障害があるためMエT :Dエ丁比の変動 が起る と考え られる。
結 語
 結節性 甲状腺腫 における 1旺1径口投与後の !町工一アミ ノ酸合成分割比は, 結節周囲甲状膝
 組織内 では, 1随工経口投与後24～48時間 て平衡に達する と考えられ・ MIT :DIT比はT8
 投与による甲状腺機能抑制, T.s.Hによる賦活試験 に於ても砥ぽ一定である。 しか し, 結節
 内では, MIT:Dエ丁比は, 191エ投.与後2 4時間例に比 し, 1鍾工投与後48時間例に赴いて増
 加 し, 更に Tg 投一与に よる甲状腺機能抑制試験にむいて増加 し, T.S.H 投与による賦活に齢い
 て減少 し一定でな い。 結節内では, MITよりDエTの合成障害, DIT, MエT の脱ヨー ド障害が
 存在する と推測さ れる。
 旨-
 審査結果の要旨
 結節性甲状腺腫に於ける結節'内ヨー ドアミノ酸分割比は, 結節周囲甲状腺組織に比 し, MエT
 が多 く, M工丁/D工丁 比がたかい箏が注目されていたが, その成因は明らかでなレも 又} 結節内
 ヨー ドア'ミ ノ酸合成と 下垂体甲状腺フィー ドバツク機構との関連について も明 らかでな い。 著者
 は以上の2 点を男.らかにするべぐ次の研究を行っ た0
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 53例の結節性甲状腺腫患者に対 し, 手術前にエ 200μC を投与 し, 摘出 した結節及び
 結節周囲'甲状腺組織内 ヨー ドァ ミノ酸( M工丁} D工丁・ T3～丁荏) 及 び工 一をペ ーパ ーク・マトグ
 ラフィ 一により分離同 走 した後, 計数 を測定 し, 各々の分割比 を求めた。
 30例を以 下の4群に分けて・ 各群の平均分割比を比較 した。
   ユヨユ
 r) エ 200μC手術前24時間投与群 (窪2例), 結節内では, MエTが最 も多く, MエT/
 DIT 比は 1.67± ロ.6ア, 結節周囲甲状腺組織では, DエT が最 も多 ぐ, L鷹 丁/D 聾此は
 0. 61± 0. 14であった。
    ロ 
 2) エ 200μC 手術前48時間投与群 (8 例), 結節内 では阜 1) 群に比 し垣IT/q)工丁比が
 増加 しン 翠玉丁 のヨー ド化が抑制されている事が想定された。 しか し, 結節周囲甲状腺組織では
 1) '群 と殆ん ど同 じであっ た。
              コユ
 5) 覧処置后手術前24時間工 投一与群 (5例), 結節内では, 1) 群に比しMエT/Dエ丁 比が
 増加 しMエT のヨー ド化が著明に抑 制された。 しか し結節周囲甲状腺組織ではMエT/Dエ丁 比は
 4) 群とほぼ同じであった。
               ヨ 
 4) TSH 処置后手術前24時間工 投与群 (5例), 結節内で鵜 1) 群に比 しMIT/bエ丁
 比が減少し・ 工分う劃は減少した。 即ち・ 脱ヨードによる工が直接1盤t行に移行・するか・ あるいは・
 脱ヨー ド障碍が存在する事が想定された。 結負周囲甲状腺粗織ではMエ T/DIT 比は 1) 群に殆
 んど同 じで工分劃の増加 がみられ た。
 以上の結果より, 結節内では, MエT のヨー ド化障碍r 脱ヨー ドによる1 の貯留障碍, 脱ヨー
 ド障碍 が存 しゲ また下垂体一甲状腺フィー ドバック機構によって影響される が, その際 の態度も
 正常 甲状腺約 織とは異ること を示 した。 本研究は結節1生甲状腺腫の病態生理 に興味ある知見 を加
 え, をつ成因考察に資 すること大きく, 学位長与に値 する ぐ) の と認 め る。
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